
今月号の内容PickUp 

知って得する図書館活用術 

蔵書検索OPACが9月4日に 

バージョンアップし、 

より便利になりました 

  

研究室訪問 Vol.9 

現代政策学部 教授 奈良澤由美先生にお話を伺いました。  

Information 

・教員おすすめの図書1冊｜紹介者：薬学部 教授 杉林堅次先生 

 『薬剤師・管理栄養士のための今日からはじめる薬局栄養指導』 

・第13回ライブラリーラウンジ「音学と科楽」｜10月13日(金) 

 理学部 教授 伊藤陽先生が科学を楽しく解説♪ 申込み受付中 
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図書館の「力」 

                    経営学部 教授 図書館運営委員 塚本成美 

 「薔薇の名前」という映画がある。原作は同名の小説だが、1327年に北イタリアのベネディクト会修道院で、キ

リスト教教義の解釈に関わるアリストテレスの本をめぐって起きる連続殺人事件を、フランシスコ会修道士ウィリア

ムと弟子のアドソが解き明かしていく物語である。圧巻なのは、迷路のような図書館と豊富な蔵書である。迷路や隠

し部屋、積み上げられた古書だけではなく、教会による知の蓄積と独占、教会の権益保護のための図書館の閉鎖性

が、図書館という施設に神秘的な雰囲気をあたえている。しかし、何といっても私たちが肝に銘じなければならない

のは、一冊の本の持つ「力」である。物語の中心となっている本は連続殺人の動機となったばかりではなく、キリス

ト教世界を揺るがしかねない存在であった。 

 図書館の起源についてはっきりしたことはまだよくわかっていないが、紀元前7世紀には古代メソポタミアのアッ

シリア帝国にアッシュールバニパルの図書館が、紀元前300年頃にはプトレマイオス1世によってアレクサンドリア

図書館が設立されていたようである。私たちになじみの深い公共図書館が設立されて広く一般に図書が公開されるよ

うになるのは18、19世紀になってからである。古代から長い中世の時代を経て近代にいたるまで、知の「力」は権

力者に独占されており、図書館は権力の象徴でもあった。 

 ところで、大学図書館はどうであろうか。大学が設立されたのは11世紀以降のことで、ボローニャ大学やパリ(ソ

ルボンヌ)大学、オックスフォード大学あたりが最古の大学とされている。しかし、この時代の大学には図書館はな

かった。教育のための教科書は大学が編纂して出版していたが、高価なため賃貸するようになる。やがて、学寮に寄

付するというかたちで蔵書が増え、ソルボンヌの最古の図書目録には1722冊の蔵書が記録されている。大学図書館

の起源は、学寮の蔵書にあるとも言える。 

 近代になり公共図書館が設立されるようになったのは、「力」が民衆に移行したことをあらわしている。それまで

の権力者―王室や教会―が軍事力や富、それを背景とした知識の独占や精神世界の支配を権力の源泉としていたのに

対して、民衆にとっては知そのものが、そしてそれだけが「力」であった。民衆は知の「力」を手に入れることで権

力と対抗できるようになった。図書館は民衆の「力」の源泉となり、自由への扉となった。 

 人類の特質は、知識を記録して蓄積し、後世に伝えることができるところにある。近代以降、知識の共有や精神世

界の解放にとって、また民衆の意識の覚醒と向上にとって開放的な図書館の存在は不可欠であった。知は言論の根拠

となり、知る権利や表現の自由の基礎となる。近代になり大学の役割も変わった。今や知の中心は大学であり、大学

図書館は「力」の源である。 

参考文献 

・『薔薇の名前』ウンベルト・エーコ著；河島英昭訳．東京創元社．1990.1（973//E19/1-2） 

・『図説 図書館の歴史』スチュアート・A.P.マレー著；日暮雅通訳．原書房．2011.12（010.2//Mu79） 

・『大学の起源』C.H.ハスキンズ著；青木靖三, 三浦常司訳．八坂書房．2009.11（377.23//H38） 

 

Book Mark  
城西大学水田記念図書館報 

 参考文献は図書館で所蔵しています。 

『薔薇の名前』は映画のLDもあり、館内視聴できます。 

・ 

スタンプや 
SNS連携機能
も追加 

スマホでも
詳細検索が
可能に 



2017年度前期 図書館ガイダンス実施コマ数 

 知って得する！図書館活用術 －－－蔵書検索蔵書検索蔵書検索OPACOPACOPACががが999月月月444日にバージョンアップしました－日にバージョンアップしました－日にバージョンアップしました－   

参考データ：ＪＵＲＡアクセスランキング 

1位.(905回) 安田信之助，小山修平「地域経済活性化とふるさと納税制度」 

2位.(579回) 辻智佐子，辻俊一，渡辺昇一「政治参加の活性化とインターネットの 

      関係性に関する一考察」 

3位.(519回) 冨貴島明「コンビニコーヒー戦争の分析」 

4位.(420回) 黒澤岳博，井上和久，平野裕子，山本英子，新井恵「大学生の規範意識 : 

      青少年育成の観点から」 

5位.(402回) 佐藤一郎「わが国の金融教育の課題解決のために : 貸与奨学金制度を 

      題材にした大学生向け実践的金融教育の提案」 

※2014年～2017年8月末の利用統計。カッコ内はアクセス回数。 

「城西大学機関リポジトリ

ＪＵＲＡ」では城西大学の

紀要や、城西大学所属研究

者の研究成果（研究論文、

学会発表資料等）、広報資

料などを保存し、公開して

います。 

内訳  
1年 2年 3年 4年  計  

人数 コマ数 人数 コマ数 人数 コマ数 人数 コマ数 人数 コマ数 

経済学部 167 10 43 3 7 2 9 1 226 16 

現代政策学部 213 12 203 11 47 4 21 2 484 29 

経営学部 335 16 143 6 158 5 7 1 643 28 

理学部化学科 76 4             
133 6 

   数学科 57 2             

薬学部薬学科 270 3             

6 416    薬科学科 48 1             

   医療栄養学科 98 2             

大学院経営学研究科 6 2 2 1         8 3 

短期大学 29 2             29 2 

計 1299 54 391 21 212 11 37 4 1939 90 

複数の条件を指定

し、かけあわせて

検索できます。 

 

 分類番号  
 背ラベルの1段目：図書主題、  

 ＮＤＣ(日本十進 

 分類法)を採用 
分類番号で 

検索できます。 
スマホ 

※ＯＰＡＣとは：O n l i n e  P u b l i c  A c c e s s  C a t a l o g  の略です。 

                                      がより便利になりました！ 

それぞれの検索方法はこれまでと同じです。 

１ スマホでも詳細検索・分類検索ができるようになりました。 

ＰＣ 

１つの検索窓に

タイトル、著者

名、件名、出版

社などを入力し

て簡易的に検索

できます。 

 

２ 専用タブでJURAの検索ができるようになりました。 

図書館ガイダンスで 

ＯＰＡＣの使い方を 

レクチャーしています。 

スマホでも可能になりました。 

  2017年度前期は 
 計90コマ、1,939名が受講し 
98％の受講者がアンケートで 
ガイダンスが「役に立った」 

と回答しました 



 
図書館では利用者の皆さんに役立つ使いやすい図書館作りを目指して、

先生方の研究室を訪問し、ご要望等をお伺いしています。 
研究室訪問 Vol.9 

現代政策学部 教授  奈良澤由美 先生 2017年6月30日訪問 

 先生がご担当のフレッシュマンセミナーおよびソフォモアセミナーでは、“章立てられた図書をその章ごとに要約し、文章全体の構造を

理解する” という課題を出し、学生に「一冊の本をどう見るかという力」を養わせているとのことです。その際、資料の効率的な探し方を

学べる図書館ガイダンスが大変役に立っているとの評価をいただきました。 

 学生の読書推進については、流行りの映画・ドラマの原作本など公共図書館で人気のあるような読みやすい本を置き、さらにディス

カッションできる空間を作れば、学生が図書館に来やすくなり、定期的に図書館に通って本を読む習慣ができるのではないかとのお考え

を伺いました※。また、先生ご自身が学生の頃と今とでは、学生の生活環境も考え方も大きく違っているため、学生の意見を聞き、ニーズ

を掴むことが大事だと感じているそうです。図書館でもこの秋に全学アンケートを行う予定です。皆さんの声に耳を傾け、より読書推進

に寄与する施設を目指していきたいと思います。 

 なお奈良澤先生は今年度、フランス南部の教会祭壇類型を体系化したことが評価され、学術上特に優れた論文、著書その他の研究業績

に対して贈られる「日本学士院賞」を受賞されました。受賞については『城西 : 地域と大学を結ぶ広報誌 No.21』に記事が掲載されてお

り、機関リポジトリJURAで読むことができます。 

※図書館2階には、学生に読書に親しんでもらうことを目的として、国内文学賞の受賞作品を集めた「文学賞コーナー」を設けています。 

奈良澤先生、お忙しい中ありがとうございました。今後も様々な先生方のもとを訪問させていただく予定です。 

 知って得する！図書館活用術 －－－蔵書検索蔵書検索蔵書検索OPACOPACOPACががが999月月月444日にバージョンアップしました－日にバージョンアップしました－日にバージョンアップしました－   

シラバスで教科書・

参考書指定されてい

る図書、もしくは、

展示コーナーで紹介

中の資料です。 

対象図書について、城西

大学所属教員のおすすめ

コメントを読むことがで

きます。 

(書評欄に表示されます) 

貸出回数上位

の資料です。 

「蔵書検索OPAC」は資料検索の基本ツールです。

使いこなして、学習・研究に役立ててください！ 

ここには 

本の書影が 

表示されます 
(出版年の古いものは除く) 

３ 検索結果にスタンプ(3種類)が表示されるようになりました。 

４ 検索結果詳細画面に書評欄がつきました。 

５ ＳＮＳで書誌情報を発信でき

るようになりました。 
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『薬剤師・管理栄養士のための今日からはじめる薬局栄養指導』杉林堅次ほか著；日経メディカル開発編 

 日経メディカル開発．2017.8（1階教員おすすめ図書コーナー＆3階開架、498.58//Su32) 

紹介者：薬学部 教授 杉林堅次先生 

 城西大学薬学部は薬剤師を養成する薬学科と管理栄養士を養成する医療栄養学科という２つのProfessional School

を擁し、かつ薬科学科といういわゆるcollegeを擁す我が国では唯一かつ最大の薬学部である。また、本学部にはさら

に4専攻を有する薬学研究科が連なって学生に幅広い進路を提供している。Interdisciplinary sciencesの重要性が叫ば

れる今だからこそ、学生はもちろん若い教員にもこの特長を有効に活用し、勉学に励み今後のキャリアー形成に生か

してもらいたいものである。 

 医療栄養学科の後援で2006年から「薬局管理栄養士研究会」が開催されてきたが、この研究会開始から10年を経て、やはり薬剤師と

管理栄養士の協業の大切さをさらに啓発すべきであるという信念のもと本書の企画がスタートした。本書は前述した研究会の常連メン

バーを中心に学内外から多くの方の共同執筆によって上梓されることになったが、自ら管理栄養士でありながら他大の薬学部勤務を経

由して本学医療栄養学科の准教授となられ今年から薬学研究科栄養政策管理分野の中心教員として活躍される堀由美子先生、本学薬学

部と埼玉県立大学、埼玉医科大学、日本工業大学と多職種連携教育（IPE）の中心メンバー、そして薬学研究科医薬政策管理分野で活躍

されている薬学科准教授の細谷治先生、さらに本学を卒業し管理栄養士実務家としてのキャリアーを積まれ本学に戻ってこられた加藤

勇太助教に多くのページをお任せした。 

 未病対策としての栄養、疾患時の栄養は薬物治療に比べて勝るとも劣らない重要要素である。市中の薬局等で働いておられる薬剤師

や管理栄養士、さらにはこれらの卵である学生、特に本学の薬学部生・薬学研究科大学院生にはぜひ一読をお願いする次第である。  

7・8月の図書館彙報 

7/11  埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA)平成29年度第1回幹事会に出席しました。 

7/14  平成29年度地域相互協力図書館 館長及び主務者の集いを開催しました。 

7/19  図書館と県民のつどい埼玉2017実行委員会に出席しました。 

7/25  坂戸市立図書館協議会に出席しました。 

7/27  教員・大学院生向け「合同電子リソース説明会」を開催し、23名が参加しました。 

7/27  鶴ヶ島市立図書館協議会に出席しました。 

7/30  日高市立図書館主催「2017夏の陣 図書館ビブリオバトル」に、城西大学の 

  学生2名が出場しました。 

8/24-25  平成29年度日本薬学図書館協議会研究集会にて、「人が集まる講習会の 

  企画・立案」と題して図書館の事例報告を行いました。 

8/25  薬学部向け『医中誌Web』利用講習会を開催し、65名が参加しました。 

8/25  薬学部向け『JDreamⅢ』利用講習会を開催し、51名が参加しました。 

8/29  日本医学図書館協会(JMLA)/日本薬学図書館協議会(JPLA)コンソーシアム 

  第2回合同委員会に出席しました。 

■オープンキャンパス（7/16、7/29、8/11、8/20、8/29） 
  合計405名が図書館を見学し、内163名がキーワードラリーに参加しました。  

 

Information 

   □□□＝9：00～21：00 

■■■■■■＝9：00～19：00 

   ■■■＝9：00～17：00 ■■■＝休館 

 9/24は全学停電のため休館します。 
 高麗祭期間中(10/28～30)も図書館 
 は開館します。 

2017年10月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 
8 9 10 11 12 13 14 
15 16 17 18 19 20 21 
22 23 24 25 26 27 28 
29 30 31     

発行：城西大学水田記念図書館 

〒350-0295 埼玉県坂戸市けやき台1-1  

TEL ：049-271-7736   

FAX ：049-286-8126 

mail：library1＠josai.ac.jp 

URL:http://libopac.josai.ac.jp/ 

TwitterID ＠lib_josai 

図書館ツイッターの 

    ＱＲコードはこちら→ 

2017年9月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 
3 4 5 6 7 8 9 
10 11 12 13 14 15 16 
17 18 19 20 21 22 23 
24 25 26 27 28 29 30 

『芸術と科学のあいだ』福岡伸一著．木楽舎．2015.11（2階開架、704//F82) 

今月の紹介者：情報資料管理担当 中村 

 皆さんは7・8月展示「科学道100冊」の本を手に取ってみられたでしょうか。今回紹介するのは、展示されていた

中の1冊で、“科学の世界なんてわからない”という社会系の学生へ特にお勧めです。古代遺跡や建築、芸術について、

分子生物学者である著者の科学的な視点で書かれています。日本経済新聞に連載されていた短いコラムをまとめたも

のなので読みやすく、一つのコラムを読んだだけで、とても深く理解を深めたような気になれます。私は、文中に出

てくる『漢委奴国王』『卑弥呼』『フェルメール』『ロゼッタストーン』『グーテンベルク聖書』など著者の尽きる

ことのない好奇心に都度感嘆し、また科学者や数学者が数式を美しいと言う気持ちも（少し）わかったような気がしました。科学道

100冊の展示で紹介したものには、面白い本がたくさんあります。図書館ホームページで過去の展示資料リストが見られますので、ぜ

ひ1冊でも読んでみてください。 

第13回ライブラリーラウンジ「音学と科楽」 

講師：理学部 教授 伊藤陽先生 

10月13日(金) 4限 図書館6階グループ学習室B 

主催：水田記念図書館学生アドバイザー 

参加希望者は、図書館カウンター または 

メール(library1@josai.ac.jp)まで、お気軽にお申込みください。 

ライブラリーラウンジは、普段は体験できない学部を超えた交流を楽し

める図書館イベントです。今回は、伊藤陽先生を講師にお招きし、授業

とは違った視点で、「音楽と科学」に関する楽しいお話をお聴きします。

誰もが科学を楽しめますよ。 

全国大学ビブリオバトル2017予選会 城西大学 

10月6日(金) 15:10～ 図書館2階視聴覚室＆3階グループ学習室  

開始時間までに会場へお越しください。 


